
 令和 8 年度 主任介護支援専門員 フォローアップ研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【お申込みにあたっての留意事項】 

① E メールでファイル等の送受信ができるようにしてください（受講決定通知、受講証明書などすべてメールで送信します）。 

② 第 44 回はZoomを使用しての研修です。受講される方は、インターネット接続ができる環境と、カメラ・マイクが使用できるパソ

コンまたはタブレットを１人 1 台用意してください（１台で複数人の参加は不可）。 

③ 主任介護支援専門員更新研修の受講要件に該当する法定外研修とし、修了者には受講証明書を交付します。 

 

 

 

（第 44 回）  
「ICT を活用したシームレスな連携を考える  

―名寄市・安平町の先行事例から学ぶ地域での情報共有と連携促進―」 
 

地域でシームレスケアを提供するために連携を促

進するための ICT の活用方法を学びます。先行

事例である名寄市、安平町から情報共有や地域

での展開プロセスを聞き、皆さんの地域でも考え

る機会を提供します。 

 

【日時】  令和 8 年 11 月 21 日（土） 

13：30～16：30 

【形態】Zoom 研修 
  

【対象】北海道の主任介護支援専門員 
  
【定員】 (WEB) 80 名 

※定員に達し次第、受付終了 
   

【受講料】 4，000 円 

※お申込みいただいたメールアドレスへ振込先を 

連絡いたします。振込後の返金は一切できませんの

でご了承ください。 

 

元 名寄市地域包括支援センター 所長 

橋本
は し も と

 いづみ 氏 
   

安平町教育委員会 教育長 

井内
い う ち

 聖
せ い

 氏 

（第 43 回） 「スーパービジョンの基礎と応用 

― 対人援助の基礎を習得しスーパービジョンを実践する ―」 

主任ケアマネジャーは、スーパーバイザーとして指導役を担

うことが求められています。しかし、実際に指導された経験

が少ない主任ケアマネジャーがスーパービジョン（SV）を行

うことに苦慮している方も多いのではないでしょうか。スー

パービジョンを実践するためには、まず対人援助の基本を

しっかりと習得することが重要です。自身の習得度を具体

的に確認しながら、SV の場面で力を発揮する方策を考え

ていきます。講師が作成した対人援助基本力評価チェック

リスト、面接場面の視聴覚教材、ロールプレイ事例等を活用

して実践力を鍛えます。 

 

【日時】令和8年9月12日（土） 

      10：00～16：30 

【形態】集合研修 (講師はオンラインによる遠隔講義) 
  

【会場】札幌駅周辺（受講決定時にお知らせします） 
  

【対象】北海道の主任介護支援専門員 
  
【定員】 (集合)80 名 

※定員に達し次第、受付終了 
   

【受講料】 4，000 円 

※お申込みいただいたメールアドレスへ振込先を 

連絡いたします。振込後の返金は一切できません 

のでご了承ください。 

目   的 

日本女子大学 名誉教授  

 渡部
わ た な べ

 律子
り つ こ

 氏 
  

 
第 43回は 

集合研修です 

北海道主任介護支援専門員フォローアップ研修実行委員会 

問い合わせ先<研修事務局> 一般社団法人北海道総合研究調査会（HIT） 担当： 森  TEL 011-222-7330(平日 9 時～17 時) 

講   師 

目   的 

講   師 



「令和 8年度 第 43回 主任介護支援専門員フォローアップ研修会」 募集要領 

【スーパービジョンの基礎と応用－対人援助の基礎を習得しスーパービジョンを実践する－】 

                                   

１.目的  主任ケアマネとして実践でうまくスーパービジョンを活用できない理由のひとつに対人援助の

基礎が習得できていないことがあるのではないでしょうか？本研修は対人援助基本力評価チェ

ックリスト、面接場面の視聴覚教材、ロールプレイ事例等を活用して実践力を鍛えることを目指

しています。 

２.研修形態 集合研修  ※講師はオンラインで講義 

３.主催  北海道主任介護支援専門員フォローアップ研修実行委員会 

４.共催  一般社団法人北海道介護支援専門員協会 

５.日時  令和 8年 9月 12日（土）10：00～16：30 

６.会場  札幌駅周辺で実施 （受講決定者に別途ご案内いたします） 

７.プログラム（仮） 

【9月 12日（土）】 

時  間 内  容 

9：00～9：50 会場受付 

9：50～10：00 開会（含むアンケート説明） 

10：00～16：30 講義と演習 

講師：渡部律子 氏（日本女子大学名誉教授）  

【オンラインによる遠隔講義】 

昼休み 

講義と演習 

講師：渡部 氏 

【オンラインによる遠隔講義】 

16：30 閉会（アンケート説明） 

 

８.対象者 北海道の主任介護支援専門員 

９.定 員  80名 

10.受講料（資料代） 4,000円 

 

11.参加申し込み 申込フォーム https://forms.gle/uSgFLiXcoPNvfJzB6 からお申込みください。 

（受講者多数の場合は先着順で締切ります） 

申込期間：令和 8年 6月 11日（木） ～ 7月 26日（日）23：59まで 

※研修開始の 10日前になっても正式な受講決定メールが届かない場合は必ず事務局までご連絡ください。 

 

12.その他  

・主任介護支援専門員更新研修要件に該当する研修とし、修了者に受講証明書を交付します。 

・本研修は主任ケアマネが自発的、積極的に学ぶための場として企画、運営をしていますので、資格更新のみ

が目的の方は参加をご遠慮ください。 
＜注意＞ 

集合での研修を予定しておりますが、オンライン（Zoom 研修）に変更となる場合もございます。その場合も受講料の返

金は一切できませんので、ご了承のうえお申込みください。 
 

なお、E メールでファイル等の送受信ができるようにご準備ください（受講決定通知、受講証明書などすべてメールで送信します）。 

 

 

 

https://forms.gle/uSgFLiXcoPNvfJzB6


 

「令和 8年度 第 44回 主任介護支援専門員フォローアップ研修会」 募集要領 

【ICT を活用したシームレスな連携を考える 

～名寄市・安平町の先行事例から学ぶ地域での情報共有と連携促進～】 

 

１.目的  主任ケアマネとして、ICT を活用した地域連携の実践的な手法を学ぶ。北海道内の先行事例（名寄

市・安平町）から情報共有の工夫や地域への展開方法を学び、グループワークを通じて参加者それぞ

れの地域における活用を考える機会とする。シームレスなケア提供の実現に向けた知識と視点を習得

することを目的とする。 

２.研修形態 オンライン研修（Zoom） 

３.主催  北海道主任介護支援専門員フォローアップ研修実行委員会 

４.共催  一般社団法人北海道介護支援専門員協会 

５.日時  令和 8年 11月 21日（土） 13：30～16：30  

６.プログラム（仮） 

【11月 21日（土）】 

時  間 内  容 

12：30～13：10 Zoom入室開始、受講用表示名の変更、カメラ・音声の確認 

13：10～13：30 出欠確認、点呼 

13：30～13：40 開会（含むアンケート説明）  

13：40～14：30 【事例報告①】名寄市の取り組み（50分） 

 （仮）道北北部医療連携ネットワーク「ポラリスネットワーク」から医療・介護・救急

をつなぐ ICT連携の実践事例 

 （講師：元名寄市地域包括支援センター所長 橋本いづみ氏） 

14：30～15：20 【事例報告②】安平町の取り組み（50分） 

 （仮）安平町 DX推進と官民連携・早来学園を通じた地域 ICT活用の実践事例 

 （講師：安平町教育委員会 教育長 井内 聖氏） 

15：20～15：30 休 憩 

15：30～16：00 グループワーク（30分） 

 テーマ：「情報共有で工夫していること、工夫したいこと」 

 （各地域での実践をもとに意見交換） 

16：00～16：30 グループ発表・質疑・総括 

閉会（アンケート説明） 

７.対象者 北海道の主任介護支援専門員 

８.定 員  80名 

９.受講料（資料代） 4,000円 
 

10.参加申し込み 申込フォーム https://forms.gle/fCGVfgvkGe8gRqR2A からお申込みください。 

（受講者多数の場合は先着順で締切ります） 

申込期間：令和 8年 6月 11日（木） ～ 9月 23日（水）23：59まで 

※研修開始の 10日前になっても正式な受講決定メールが届かない場合は必ず事務局までご連絡ください。 
 

11.その他  

・主任介護支援専門員更新研修要件に該当する研修とし、修了者に受講証明書を交付します  

・本研修は主任ケアマネが自発的、積極的に学ぶための場として企画、運営をしていますので、資格更新のみ

が目的の方は参加をご遠慮ください 

※Zoom を使用しての研修ですので以下の環境が必須となります。 

①インターネット接続ができる環境と、カメラ・マイクが使用できるパソコンまたはタブレット（１人 1 台ご用意ください。１台で複数人

の参加は不可） 

②E メールでファイル等の送受信ができること（受講決定通知、受講証明書などすべてメールで送信します）。 

https://forms.gle/fCGVfgvkGe8gRqR2A

